
 

登下校の暑さを防ぐ！ 

〜帽子実験〜 
北区立西が丘小学校　５年　沢木 和歌 

 

1　研究の動機 
　学校の体育の授業では赤白帽をかぶっている。クラスのみんなが赤白帽は

白の方が涼しい、赤の方が暑いと言い合っていた。私はそのとき、赤白帽は

本当に赤色の方が暑いのか気になった。また、登下校時には青色の校帽を

かぶっているが、もし赤白帽において白のほうが涼しいなら、登下校時も青

色の校帽より赤白帽の白をかぶって登下校したほうが涼しいのではないかと

思った。 

　そもそも帽子をかぶること自体が暑いと感じるが、登下校時は校帽をかぶ

る必要があるのかも気になった。登下校時に校帽をかぶらなければならない

なら、校帽以外にもどんな帽子なら暑さが防げるのか、また、校帽に暑さを防

ぐ工夫をすることはできないかと思い、この実験を行うことにした。 

 

2　予想　 

　白の赤白帽の下にハンカチをいれた帽子が一番暑さを防げると予想する。

なぜなら、テレビなどで白色が一番涼しいと聞いたことがあるから。また、帽

子の下にハンカチを入れている人を見て、涼しそうだと思ったから。 

 

3　研究の方法 
　校帽と他の帽子、または工夫した状態の校帽で、どれが暑さを防げるか比

べて調べる。比べる方法は、黒い瓶に水を入れ、その瓶に校帽と比較用の帽

子をかぶせる。瓶の水の水温を体温と考え、10分ごとに30分間水温を測り、

その水温の変化を調べる。室外で日の当たる同条件の場所に実験するもの

を置く。11種類の実験を行い、どの帽子、どの状態が一番暑さを防げるかを

検討する。 

 

4　結果 

＜実験①＞学校で使用している帽子で比べる 

帽子なし／校帽／赤帽／白帽 

 
 
 

水温(℃)／経過時間 0分 10分 20分 30分 

帽子なし 27 36 39 42 

校帽 27 32 36 37 

赤 27 31 33 35 

白 27 31 33 33 

 

＜実験②＞帽子の種類で比べる 

校帽／麦わら帽子／メッシュキャップ／キャップ 

 
 
 

水温(℃)／経過時間 0分 10分 20分 30分 

校帽 28 30 32 37 

麦わら帽子 28 32 34 36 

メッシュキャップ 28 34 39 42 

キャップ 28 34 37 40 

 

 

 

 

 

＜実験③＞校帽の下にハンカチあり・なしで比べる 

校帽／校帽の下にハンカチ（白） 

 

 
 

水温(℃)／経過時間 0分 10分 20分 30分 

校帽 27 33 36 40 

ハンカチ白 27 31 34 37 

 

＜実験➃＞校帽の下のハンカチの色で比べる 

校帽の下にハンカチ（黒）／校帽の下にハンカチ（白） 

 

 
 

水温(℃)／経過時間 0分 10分 20分 30分 

ハンカチ黒 26 30 32 35 

ハンカチ白 26 34 35 37 

 

＜実験⑤＞校帽の下のハンカチをぬらしてみる 

校帽／校帽の下に水でぬらしたハンカチ（黒） 

 

 
 

水温(℃)／経過時間 0分 10分 20分 30分 

校帽 26 30 32 34 

水ハンカチ黒 26 27 29 30 

 

＜実験⑥＞校帽の下のハンカチを凍らせてみる 

校帽／校帽の下に凍らせたハンカチ（黒）     

 

 
 

水温(℃)／経過時間 0分 10分 20分 30分 

校帽 27 34 34 38 

氷ハンカチ黒 27 28 28 30 

 

＜実験⑦＞校帽の下にアルミホイルあり・なしで比べる 

校帽／校帽の下にアルミホイル 

 

 

 

水温(℃)／経過時間 0分 10分 20分 30分 

校帽 27 34 38 38 

アルミホイル 27 34 38 38 
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＜実験⑦＞校帽の下にアルミホイルあり・なしで比べる 

校帽／校帽の下にアルミホイル 

 

 

 

水温(℃)／経過時間 0分 10分 20分 30分 

校帽 27 34 38 38 

アルミホイル 27 34 38 38 

 

 

 

 
＜実験⑧＞校帽の上に日傘あり・なしで比べる 

校帽／校帽＋日傘 

 

 

 

 

水温(℃)／経過時間 0分 10分 20分 30分 

校帽 28 36 42 42 

日傘 28 30 32 34 

 

＜実験⑨＞校帽と手持ち扇風機あり・なしで比べる 

校帽／校帽＋手持ち扇風機 

 

 
 

水温(℃)／経過時間 0分 10分 20分 30分 

校帽 27 30 32 40 

手持ち扇風機 27 30 33 34 

 

＜実験⑩＞実験①〜⑥で暑さを一番防げていたものと校帽の上に白帽子で

比べる　　校帽／校帽の上に白帽／麦わら帽子／白帽 

 

 
 

水温(℃)／経過時間 0分 10分 20分 30分 

校帽 26 30 34 36 

校帽の上に白帽 26 30 32 34 

白帽 26 28 30 32 

麦わら帽子 26 29 31 32 

 

＜実験⑪＞実験①〜⑨からの登下校における最強と校帽を比べる 

校帽／最強（白帽の下に凍らせたハンカチ＋日傘＋扇風機） 

 

 

 
 

水温(℃)／経過時間 0分 10分 20分 30分 

校帽 28 32 34 38 

最強 28 25 26 26 

 

 

５　考察 
・実験①では、実験開始直後から30分後まで、帽子なしがずっと水温が一番

高くなった。つまり、帽子をかぶっていないときに30分間日光にあたっている

と体温が高くなると考えられる。 

⇒登下校時間は短い人も長い人でも帽子はかぶったほうがよいと考える。 
 

・実験②では、実験開始から30分後、メッシュキャップが一番水温が高くなっ

た。つまり、メッシュキャップだと直射日光があたり、帽子なしと同じ状況にな

る。だから、体温が高くなると考えられる。 

⇒直射日光が強い日はメッシュキャップではない帽子をかぶったほうがいい

と考える。 
 

・実験③では、実験開始直後から30分後まで、校帽の下にハンカチを入れた

ほうが水温が低くなった。 

⇒持っているハンカチを校帽の下に入れると、ハンカチなしよりは暑さを防げ

ると考えられる。  
 

  ・実験④では、実験開始から１０分までに大きく差がでて、ハンカチの色は白

に比べて黒のほうが水温が低くなったが、２０分経過したころから、白と黒で

は差が縮まってきた。 

⇒校帽の下にハンカチをいれる場合、１０分以内であれば黒い色のハンカチ

のほうがより暑さを防げると考えられる。 
 

・実験⑤では、実験開始直後から30分後まで、校帽のほうが水温が高くなり、

ぬらしたハンカチのほうが低くなった。１０分経過したあたりから、水温があが

りはじめた。 

⇒２０分程度であればハンカチを水に付けたほうが暑さを防げると考えられ

る。 
 

・実験⑥では、実験開始から30分後、凍らせたハンカチのほうは水温があま

り上がらなかった。つまり、凍らせると頭が冷えて、体温があがりにくくなるの

だと考える。 

⇒長時間の登下校の人は、校帽の下にいれるハンカチは凍らせたほうがい

いと考える。 
 

・実験⑦では、実験開始から30分後、校帽の下にアルミホイルのあり、なしで

は結果が変わらなかった。 

⇒帽子にアルミホイルは、効果がない。 
 

・実験⑧では、実験開始直後から水温に大きな差があった。つまり、日が当た

らないだけで、体温はぜんぜん違う。 

⇒登下校時間が短い人でも日傘は、あったほうがいい。 
 

・実験⑨では、実験開始から２0分後、校帽と扇風機ありで大きな差ができは

じめた。 

⇒２０分以上の場合は風はあったほうがいいと考える。 
 

・実験⑩では、実験開始から30分後、校帽が一番水温が高くなった。つまり、

暑さを防ぐのに帽子の種類の中で校帽は一番効果が低いと考える。 

⇒学校で使用している帽子の中では白帽が一番効果的で、校帽をかぶらな

ければならない場合は校帽の上に白帽をかぶるほうがいいと考える。 
 

・実験⑪では、実験開始直後から30分後まで、大きな差がでた。 

⇒ただ校帽をかぶるだけより、最強の装備に近づけるほうがいいと考える。 

 

６　結論 

　登下校時の自宅から学校までの所要時間により適した帽子（装備）は異な

る。日傘はどの時間でもさしたほうがよい。 
 

【１０分以内】校帽＋ハンカチ黒＋日傘 

１０分以内の場合、校帽、赤白帽子の結果にあまり差がないため、校帽でよ

い。帽子と頭の間には黒のハンカチをはさむ。 
 

【１０〜２０分】白帽か赤帽＋水で濡らしたハンカチ＋日傘 

校帽より、赤白帽子がよい。２０分以内の場合、赤か白かは、差がないため

どちらでもよい。帽子の下のハンカチは水で濡らす。 
 

【２０〜３０分】白帽＋凍ら�たハンカチ＋日傘＋扇風機 

２０分以上の場合は凍らせたハンカチを用意しておくとよい。 

さらに、２０分以上の場合は手持ちの扇風機も使用するとよい。 


